
○ 特別委員会 
（１）委員会 

  ア デジタル化・地方創生調査特別委員会 

 日 時 11月 21日（木）午前 10時 ～ 午前 11時 43分  

出席者 神野博史   朝倉浩一  正副委員長 

直江弘文  高桑敏直   石 吾歩路   山下智也   新海正春   成田 修 

かじ山義章   谷口知美   細井真司   加藤貴志   井上しんや  末永けい 

各委員 

 

○ 議題 

  ・人口減少社会の実相と処方を考える 

   ※ 参考人 

     明治大学 政治経済学部 経済学科 特任教授 

金子 隆一 氏 

○ 主に論議された事項 

・移民の将来推計及び適正割合 

・健康寿命の延びを促進することによる生産性の高まり 

・我が国における政策移民の受入促進 

・外国人移民の受入れと生産年齢人口の相関 

・健康度の改善による高齢者と高齢者の高い生産性の活用 

・人工妊娠中絶の問題 

・コロナ禍における超過死亡の増加 

・外国人労働者を獲得するための諸外国との技術も含めた有機的なつながりを持った経済発

展 



  イ 子ども・子育て対策特別委員会 

 日 時 11月 21日（木）午後１時１分 ～ 午後３時 43分  

出席者 神戸洋美   福田喜夫   正副委員長 

川嶋太郎   神戸健太郎   丹羽洋章    秀樹   宮島謙治   柳沢英希    

鈴木まさと   阿部洋祐   大久保真一   阿部武史   各委員 

 

○ 議題 

 ・本県の子ども・子育て支援に関する諸問題について 

   ※ 参考人 

     木村 仁美 参考人（保護者） 

永井 颯太 参考人（大学生） 

本田 遥 参考人（高校生） 

西岡 莉々子 参考人（高校生） 

小島 正士 参考人（大学生） 

永尾 瞳和 参考人（高校生） 

本間 誠久 参考人（保護者） 

毛利 英暉 参考人（大学生） 

今井 里佳 参考人（保護者） 

○ 主に論議された事項 

・兄弟姉妹が同時に進学する場合の県立高等学校における費用負担軽制度 

・多子世帯に対する授業料の無償化措置 

・東京大学の授業料値上げ 

・児童手当の支給方法や支給額などの改善点 

・多子世帯への支援金額の増額手法 

・多子世帯と多胎児世帯に対する支援の差別化 

・子供や若者の意見を行政へ伝える方法 

・子供が欲しいと思っている人の賢い選択肢 

・活動内容によって必要な費用が異なる部活動への補助手法 

・世代を超えたコミュニケーションができる場を設ける取組 

・学科により異なる特別費への補助 

・若者の地域行事やボランティア活動への参加 

・部活動用品を再利用する取組 

・子供自身が意見を書き込めるサイトの運営方法 

・学校、家庭以外の子供の第三の場所をつくる際の課題 

・ボランティア活動などから得られるスキル 

・多種多様な子供たちのニーズに応えるための国や県の施策 

・企業インターンシップの取組方法 

・切実に第三の居場所を必要とする子供や親への情報の伝達及び参加の促進 

・進路選択に対する学校の支援体制 



・時代遅れの行政から脱却するための具体策 

・地域の小中学生への勉強サポート活動の利用者数、利用時間 

・地域間で利用可能な学習ツールの差異の具体例及び改善策 

・フリースクールへの補助 

・子供の選択肢の多様化が進む中での理想的な学校教育 

・支援が必要な子供のための保護者と学校の在り方 

・母親として子供をフリースクールに通学させることへの思い 

 

  ウ 一般会計・特別会計決算特別委員会 

 日 時 10月 17日（木）午後０時 58分 ～ 午後３時 50分  

出席者 石井芳樹  天野正基  正副委員長 

横井五六  神野博史  高桑敏直  政木りか   林 文夫   宮島謙治 

高木ひろし  松本まもる  山口 健  古林千恵  末永けい  各委員 

 

○ 付託案件 

  決算第１号   令和５年度愛知県一般会計歳入歳出決算 

歳出第３款県民環境費及びこれらに関する歳入 

○ 主に論議された事項 

  ・あいち環境イノベーションプロジェクト推進事業費における、全国の環境スタートアップ

等の状況や環境技術のシーズ動向の調査の目的、内容並びに調査の成果と今年度の活用状

況 

  ・あいち環境イノベーションプロジェクト推進事業費における、環境に関する課題・問題の

整理に関する調査の結果及び県が取り組むテーマへの反映状況 

  ・中部圏低炭素水素認証制度の対象地域の拡大経緯、現在の認定事業数及び今後の目標件   

数 

  ・外国人県民日本語教育推進事業費の内、初期日本語教室実施事業に充てられた経費及び事

業の課題 

  ・女性の活躍プロモーション事業費の具体的な取組内容 

  ・プロモーションリーダーの活動内容、そこで活用する啓発資料の内容及び来年度に向けた

取組 

  ・市町村からの浄化槽費設置補助金の補助率引き上げ要望に対する、県の取組状況 

  ・民間開発の団地における集中浄化槽の老朽化に伴う更新 

  ・東海自然歩道が整備された経緯、コロナ禍後の利用者の増加等を踏まえた今後の取組 

  ・子ども・若者支援地域協議会等の市町村の設置を促進する取組における目標値、現時点の

設置状況、市町村が設置をする上での課題及び市町村による設置の促進に向けた取組 

  ・青少年のネット安全・安心講座みんなのネットモラル塾における実施状況、変化する犯罪

等に対応した工夫点 

  ・ＳＮＳ利用に係る犯罪等について県民に対する情報発信 

  ・あいち森と緑づくり環境活動・学習推進事業費における、取組内容、15年間の支援数・参



加者数、令和５年度の１団体当たりの交付金の上限額、交付実績額の平均、事業推進に係

る取組内容及び今後の展望 

  ・中小企業の脱炭素経営支援の内容、決算額、支援の成果及び成果の周知方法 

  ・男女共同参画に関する理解を促進するパンフレットの記載内容 

  ・ＤＶ防止啓発カードの記載内容及び配付先 

  ・男女共同参画に関する啓発における今後の取組 

  ・愛知県災害多言語支援センター設置事業費における取組内容及び外国人県民の参加者数 

   ・災害時外国人支援活動講座の成果及び今後の取組 

  ・先進環境対応公用車導入費における導入車両の決め方、所属の意見を踏まえた今後の導入

方針 

  ・災害廃棄物処理計画推進費における市町村担当者向けの研修会及び図上演習の内容 

  ・現代芸術に関する県民の認知度の浸透状況及び認知度向上に向けた取組 

  ・現代芸術の地域展開事業に係る負担額の県と市の負担割合 

  ・愛知県国際交流協会運営補助金の内、一元的相談窓口の運営費及び当該事業の補助金を持

つ国からの補助金が満額交付されない自治体が多数出ている状況下での、令和５年度にお

ける愛知県への交付額 

  ・先進環境対応自動車導入促進費補助金の制度概要と令和５年度における実績、車種により

補助額が異なることに対する県の見解及び今後の方向性 

  ・狩猟免許保持者の年齢構成の推移 

  ・若い世代の狩猟者を確保するための取組 

  ・令和５年における産業廃棄物税の額が前年度比 67パーセントとなった理由 

  ・今後の国際芸術祭の目標及び評価指標 

  ・これまでの国際芸術祭における満足度及び満足度を高めるに当たっての課題 

  ・家庭における食品ロス削減に向けた取組、県内の食品関連事業者に対する食品ロス削減に

係る事業 

  ・愛知県食品ロス削減推進計画の進捗状況及び今後の課題 

  ・あいち自動車ゼロエミッション化加速プランの目標、今後の在り方及びプランの推進に向

けた県内の自動車産業との情報共有 



日 時 10月 18日（金）午後０時 59分 ～ 午後４時 26分  

出席者 石井芳樹  天野正基  正副委員長 

横井五六  神野博史  高桑敏直  政木りか  林 文夫  宮島謙治 

高木ひろし  松本まもる  山口 健  古林千恵  末永けい  各委員 

 

○ 付託案件 

  決算第１号   令和５年度愛知県一般会計歳入歳出決算 

歳出第４款福祉医療費、第６款農林水産費及びこれらに関する歳入 

決算第４号   令和５年度愛知県母子父子寡婦福祉資金特別会計歳入歳出決算 

決算第５号   令和５年度愛知県国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

決算第６号   令和５年度愛知県中小企業設備導入資金特別会計歳入歳出決算 

決算第７号   令和５年度愛知県就農支援資金特別会計歳入歳出決算 

決算第８号   令和５年度愛知県沿岸漁業改善資金特別会計歳入歳出決算 

決算第９号   令和５年度愛知県県有林野特別会計歳入歳出決算 

決算第10号   令和５年度愛知県林業改善資金特別会計歳入歳出決算 

 

○ 主に論議された事項 

・スマート農業実証事業費の取組内容、推進体制及び成果 

・半農半Ｘ支援事業費の取組内容、成果、課題及び今後の支援内容 

・いいともあいち運動の事業実績及び今後の展望 

・有害鳥獣の定義 

・６次産業化支援事業費のうち推進事業費の本年度の取組状況 

・６次産業化の推進に向けた課題及び今後の考え方 

・スマート農業推進体制整備費の事業内容及び普及指導員の育成状況 

・普及指導員による産地指導の成果と今後の進め方 

・畜産競争力強化対策整備事業による畜産農家の競争力の強化と経済効果 

・栽培漁業センター管理運営事業費運営委託費の決算額の内訳 

・栽培漁業センターにおける種苗生産の開始時期、技術水準の変化 

・公益財団法人愛知県水産業振興基金に業務委託している理由 

・人工林の間伐についての令和５年度及び全体計画に対する進捗状況 

・ヤングケアラーに関する子ども向けの啓発内容 

・ヤングケアラーの支援関係者に対する理解促進の取組 

・医療安全対策推進事業費の事業内容、決算額内訳及び事業結果 

・新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う新型コロナウイルス感染症対策費関連事業の

継続状況 

・新型コロナウイルス感染症対策に要した経費の推移、累計、主な事業 

・新たな感染症の発生に備えた取組 

・ギャンブル等依存症対策に関する令和５年度の取組及び工夫点 

・看護師等指導管理事業費におけるナースセンターに関する事業内容 



・ナースセンターの支援内容、看護職員の離職防止・再就業に関する支援の成果及び県の評

価と課題 

・新型コロナワクチンの副反応に関する周知状況 

・新型コロナワクチン後遺症に関する医療機関向け研修の実施状況 

・新型コロナワクチン接種後の副反応疑い報告に関する周知状況 

・死亡後に新型コロナワクチン接種の記録がある事例 

・不妊・不育専門相談事業費におけるグリーフケアの取組内容 

・医療法第２９条による医療機関の開設許可取消処分の規定内容 

・県内の子ども食堂の推移 

・県による子ども食堂への支援内容、成果、課題及び今後の対応 

・結婚支援推進事業における県内各地での小規模婚活イベントの実績 

・結婚支援推進事業における民間団体への補助実績と課題 

・結婚支援推進事業における市町村への支援 

・本県における成人の歯科健診の受診状況と、課題 

・歯科健診の受診を増加させるために実施した令和５年度の取組と今後の方向性 

・ヤングケアラー支援事業費において豊橋市、大府市、春日井市の支援に要した事業費、そ

れぞれの事業内容及び県の予算化状況 

・施設入所児童・里子育成費における大学生入学準備金受給者の進学実績、大学受験費給付

金との支給件数の乖離 

・施設入所児童・里子育成費における退所費給付金受給者の進学・就職実績 

・軽費老人ホームの概要及び軽費老人ホーム利用料補助金の対象施設数、補助内容及び補助

額の推移 

・障害者コミュニケーション手段利用促進費における意思疎通支援者の養成・派遣事業の事

業費と実績並びに環境整備の内容と事業費 

・救急勤務医支援事業費の補助対象及び予算額に対する執行率 

・精神科救急医療対策事業における休日・夜間等精神障害者の救急医療の確保状況及び警察

等からの通報への対応状況 

・地域生活定着支援センター事業費における令和５年度の支援実績及び支援者の施設への再

入率 

・児童措置費負担金における未納率の増加要因と未収となる経緯 

・あいちオレンジタウン構想第２期アクションプランに基づく取組状況、成果及び評価、認

知症サポーター養成に関する目標の達成状況 



日 時 10月 21日（月）０時 59分 ～ 午後２時 43分  

出席者 石井芳樹  天野正基  正副委員長 

横井五六  神野博史  高桑敏直  政木りか  林 文夫  宮島謙治 

高木ひろし  松本まもる  山口 健  古林千恵  末永けい  各委員 

 

○ 付託案件 

決算第１号   令和５年度愛知県一般会計歳入歳出決算 

歳出第７款建設費、第 10款災害復旧費及びこれらに関する歳入 

  決算第11号   令和５年度愛知県港湾整備事業特別会計歳入歳出決算 

決算第12号    令和５年度愛知県県営住宅管理事業特別会計歳入歳出決算 

○ 主に論議された事項 

・土木施設災害対応力向上ＤＸ推進費にて導入したシステムの概要、これまでの開発状況と

今後の取組 

・河川改良費における公共事業、単県事業のうち幸田町菱池遊水地の整備費用の実績と内

訳、工事の進捗 

・地域鉄道整備改修費補助金による助成の経緯と内容 

・愛知環状鉄道の安全安定輸送の確保に向けた取組 

・一般国道 155号の庄内川渡河部の新設橋梁の令和５年度の取組状況、事業主体 

・道路維持費における低木の撤去の考え方 

・低木撤去後の安全対策 

・橋りょう修繕費における点検内容、震災や自然災害の発生などへの対策内容 

・ＭａａＳ実証推進事業費の令和５年度における事業内容及び実証事業結果、３年間の実証

事業の成果 

・ＭａａＳ認知度の向上に向けた周知啓発の内容 

・リニモ沿線地域活力創出事業の概要と効果 

・リニモ沿線地域活力創出事業で令和５年度に得られた知見の活用方法 

・リニモの利用状況と経営見通し 

・公社賃貸住宅の住宅数、管理戸数及び入居状況、入居率 

・公社賃貸住宅の入居率が低い原因、入居を促進するための対策 

・県営住宅の建設時における風呂設備の設置開始時期 

・県が建設時より後に風呂設備を設置した県営住宅の戸数 

・風呂設備のない老朽化した県営住宅への今後の対応 

・県営住宅における附帯設備使用料のうち県で徴収できる項目 

・県が附帯設備使用料を徴収している住宅数 

・附帯設備使用料の県徴収への移行見込み 

・都市計画道路名古屋半田線における暫定２車線区間の早期整備への今後の取組 



 日 時 11月５日（火）午後１時１分 ～ 午後３時 39分  

出席者 石井芳樹  天野正基  正副委員長 

横井五六  神野博史  高桑敏直  政木りか  林 文夫  宮島謙治 

高木ひろし  松本まもる  山口 健  古林千恵  末永けい  各委員 

 

○ 付託案件 

  決算第１号   令和５年度愛知県一般会計歳入歳出決算 

歳出第９款教育・スポーツ費及びこれらに関する歳入 

○ 主に論議された事項 

・ＳＮＳ相談事業の具体的な事業内容と周知の方法 

・ＳＮＳ相談事業の令和５年度及び令和６年度の登録者数と相談件数及び今後の事業の在り

方 

・本県におけるスクールロイヤーの主な業務 

・スクールロイヤーによる教育現場での事例に対する検討方法、相談の流れ 

・スクールロイヤーへの令和５年度の相談件数及び相談時間、経年別の相談件数の推移 

・ラーケーション推進事業費のうち、小中学校へ校務支援員を配置するモデル事業の成果と

課題、今後の取組 

・子どもを持つ教員の「ラーケーションの日」取得状況 

・キャリア教育推進事業費のうち、産学連携地域活性化事業の事業内容 

・産学連携地域活性化事業の成果と課題、今後の取組 

・市町村のラーケーション推進事業への令和６年度の参加状況及び令和７年度の参加見込 

・部活動指導員配置事業費における部活動指導員の任用基準 

・部活動指導員の資質確保に向けた県の取組 

・性被害防止対策に係る支援策 

・アジア・アジアパラ競技大会選手村後利用事業の当初の事業内容 

・アジア・アジアパラ競技大会選手村整備の取り止めに伴う後利用事業への影響、事業者と

の調整状況 

・アジア・アジアパラ競技大会終了後の魅力あるまちづくりに向けた方策 

・県立特別支援学校における防犯カメラの設置状況 

・高等学校整備事業費のうち、施設整備費の事業内容 

・あいちトップアスリート発掘・育成・強化事業費におけるあいちトップアスリートアカデ

ミー事業及びオリンピック・アジア競技大会等選手強化事業の負担額 

・オリンピック・アジア競技大会等選手強化事業におけるアーバンスポーツの選手に対する

支援内容 

・令和５年度における県立高校 150校のエレベーターを含むバリアフリー化の実績 

・公立の小中学校におけるエレベーターの設置状況 

・今後の県立高校のエレベーターの設置目標及び計画 

・義務教育課程に在籍し、エレベーターを必要とする障害のある児童生徒数について県によ

る調査状況 



・令和５年度の教職員の採用選考試験における障害者選考の志願者数、採用結果及び非常勤

職員を含めた障害者全体の採用数 

・令和５年度 12月時点での教育委員会における障害者の法定雇用率 

・障害者の法定雇用率の達成に向けた今後の取組 

・学校給食物資検査委託費で実施した給食材料の検査結果 

・県内市町村の小中学校の給食費無償化の状況 

・名古屋市分を含めた県内の公立小中学校の給食費の無償化をするための経費 

・高等学校等奨学金貸付金収入の収入未済額に対する県の取組 

・高等学校等奨学金貸付金の返済免除の基準 

・新型コロナウイルス発生前後での教員の休職者数の推移とその原因 

・新型コロナウイルス発生前後での不登校者数の推移とその原因 

・愛知県出身の教育者の教育理念を取り入れた研修等の取組状況 

・県立高等学校及び特別支援学校での新型コロナウイルス感染症対策の取組 

・公立、私立幼稚園での新型コロナウイルス感染症対策の取組、県による補助内容 

・学校給食振興事業費における食育に関する取組 

・県内高等学校における生徒用タブレット端末の活用状況 

・生徒用タブレット端末の活用についての効果と課題 

・キャリア教育推進事業の取組状況、成果及び今後の在り方 

 

 日 時 11月 13日（水）午後０時 59分 ～ 午後４時 23分  

出席者 石井芳樹  天野正基  正副委員長 

横井五六  神野博史  高桑敏直  政木りか  林 文夫  宮島謙治 

高木ひろし  松本まもる  山口 健  古林千恵  末永けい  各委員 

 

○ 付託案件 

  決算第１号   令和５年度愛知県一般会計歳入歳出決算 

歳出第５款経済労働費、歳出第８款警察費及びこれらに関する歳入 

  決算第６号   令和５年度愛知県中小企業設備導入資金特別会計歳入歳出決算 

○ 主に論議された事項 

・アイチポリスの運用や普及に要した経費及びアプリの普及状況 

・アイチポリスの普及促進のための広報や新機能追加の状況 

・警察手数料の収納におけるキャッシュレス決済の導入に伴うシステム及び機器の整備に要

した経費、整備に関する契約の業者選定方法、応札業者数及び入札金額の差額 

・地震災害警備対策費の概要、物品の整備状況及び平時の保管・管理方法 

・令和５年度における歩車分離式信号機の整備状況、本県における整備の特徴及び整備によ

る交通事故の抑止効果 

・特殊詐欺被害防止コールセンターの概要と効果、特殊詐欺被害防止に向けた今後の取組方

針 

・過去５年間に愛知県警察が取り扱った死体数及び司法解剖を行った死体数の推移 



・警察で取り扱った死体における司法解剖の基準 

・自動運転社会実装推進事業費の令和５年度におけるテーマ、その成果及び令和６年度の取

組 

・外国人雇用促進事業費の事業内容と利用件数、伴走型支援の実績 

・技能競技大会費における選手育成の経費に対する助成制度の内容、実績 

・短期課程訓練費の事業内容、実績及び決算額 

・就職氷河期世代就職支援事業費の事業開始年度、個別研修と職場実習の内容、職場実習へ

の参加企業数、事業費の内訳及び工夫点 

・ＰＲＥ－ＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉ事業の令和５年度決算額内訳、取組、成果、今後の事業展

開 

・知の拠点あいち推進事業費のうち、重点研究プロジェクト推進事業費の事業費の内訳と事

業内容、及び３つのプロジェクトの成果、事業の課題と今後の取組 

・中小企業男性育児休業取得促進事業費における中小企業男性育児休業取得促進奨励金の事

業内容及びＰＲ方法 

・中小企業男性育児休業取得促進奨励金の令和５年度の支給実績及び男性従業員の育児休業

取得者数と成果 

・中小企業男性育児休業取得促進事業費における男性の育児休業取得促進に向けた課題及び

今後の取組 

・中小企業男性育児休業取得促進奨励金申請時のアンケート結果、アンケートに関する今後

の考え方 

・あいちモビリティイノベーションプロジェクト推進事業費における令和５年度の普及啓発

活動の内容及び目的 

・あいちモビリティイノベーションプロジェクト推進事業費における事業化調査で得られた

成果、課題及び社会実装に向けた令和６年度の取組 

・あいちモビリティイノベーションプロジェクト推進プランの推進における課題及び令和６

年度の取組 

・サービスロボット社会実装推進事業費における実証実験を通した課題、今後の取組、社会

実装の見込み 

・県内の水素ステーション整備状況、水素ステーションの平均利用台数 

・燃料電池自動車（ＦＣＶ）の普及見通し、今後の県の対応 

・ジブリパーク周遊観光促進事業費の決算額内訳、事業内容、事業実施による成果、課題、

今後の取組 

・ジブリパーク周遊観光促進事業費における交通機関とのタイアップ検討状況 

・貨物自動車運送事業者燃油価格高騰対策支援金の決算額、貨物自動車運送事業者全体への

周知方法 

・空き店舗活用まちづくり活性化事業費の事業内容 

・げんき商店街推進事業費の事業内容 

・デジタル技術活用促進事業費の令和５年度の事業内容、成果、今年度の取組 

・デジタル人材育成推進事業費の事業内容及び実績、令和５年度の課題とそれを踏まえた令



和６年度の取組 

・伝統工芸品の定義、市場経済規模、従事者数、その推移、傾向及び見込み 

・伝統的工芸品の国内及び海外の市場拡大に向けての取組 

 

 日 時 11月 18日（月）午後０時 59分 ～ 午後４時 12分  

出席者 石井芳樹  天野正基  正副委員長 

横井五六  神野博史  高桑敏直  政木りか  林 文夫  宮島謙治 

高木ひろし  松本まもる  山口 健  古林千恵  末永けい  各委員 

 

○ 付託案件 

決算番号 件    名 審査結果 

１ 令和５年度愛知県一般会計歳入歳出決算 全員一致認定 

２ 令和５年度愛知県公債管理特別会計歳入歳出決算 〃  

３ 令和５年度愛知県証紙特別会計歳入歳出決算 〃 

４ 
令和５年度愛知県母子父子寡婦福祉資金特別会計歳入歳

出決算 
〃  

５ 
令和５年度愛知県国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算 
〃  

６ 
令和５年度愛知県中小企業設備導入資金特別会計歳入歳

出決算 
〃  

７ 令和５年度愛知県就農支援資金特別会計歳入歳出決算 〃  

８ 
令和５年度愛知県沿岸漁業改善資金特別会計歳入歳出決

算 
〃  

９ 令和５年度愛知県県有林野特別会計歳入歳出決算 〃  

10 令和５年度愛知県林業改善資金特別会計歳入歳出決算 〃  

11 令和５年度愛知県港湾整備事業特別会計歳入歳出決算 〃  

12 
令和５年度愛知県県営住宅管理事業特別会計歳入歳出決

算 
〃  

 

○ 主に論議された事項 

・消防団加入促進モデル事業の事業内容、委託先市町村の選定方法及び委託先市町村名並び

にモデル事業により得られた成果 

・消防団加入促進モデル事業で選定された二市の事業内容 

・県内の消防団員の確保状況、消防団の加入促進の取組と成果、課題と今後の取組 

・県民安全費の不用額の内訳、不用額が生じた理由 

・防災ボランティア活動基金事業費で不用額が生じた理由、事業の周知方法 

・防災ボランティア活動支援事業費補助金の補助対象、個人ボランティア向けの補助制度の

有無 

・令和５年度のミサイル発射事案数、本県への情報伝達の方法 

・国民保護法の対象、事態認定に対する県の見解 



・令和５年度の消防操法大会の内容、出場団数及び近年の出場団数の推移 

・消防操法大会の意義、課題、今後の在り方 

・自転車安全利用促進事業費の令和５年度の取組と課題、今後の取組 

・交通安全教育活動の取組内容 

・今後整備する次世代高度情報通信ネットワークとこれまでのネットワークの違い 

・次世代高度情報通信ネットワークの整備に向けた進捗状況、整備内容 

・愛知県基幹的広域防災拠点整備費の令和５年度の事業内容 

・愛知県基幹的広域防災拠点整備費に係る入札が不落となった理由 

・愛知県基幹的広域防災拠点整備のスケジュール及び進捗状況 

・性犯罪・性暴力被害者支援事業費のうち、令和５年度に開催した性暴力被害防止セミナー

の参加者募集方法と内容 

・性犯罪・性暴力被害者支援事業費のうち、ワンストップ支援センターに寄せられた相談件

数の推移 

・性暴力被害者支援に関する今後の取組 

・令和５年度の南海トラフ地震等対策事業費補助金における主な補助事業の内訳、災害対応

ＤＸ化推進事業の執行状況 

・ＳＤＧｓ未来都市計画推進費で実施したＳＤＧｓ達成に向けた取組の内容、令和５年度に

作成した企業による環境負荷低減などの取組紹介動画の内容 

・愛知県ＳＤＧｓ登録制度の目的及び現状、活用方法 

・スマートシティモデル事業費で選定された市町における事業内容 

・留学生地域定着・活躍促進事業費の事業内容 

・元気な愛知の市町村づくり補助金のうちチャレンジ枠で助成した事業 

・県税の収入未済額の縮減に向けた主な取組内容 

・個人県民税の収入未済額縮減に向けた市町村の徴収支援の取組内容 

・県税の不納欠損額の縮減に向けた主な取組内容 

・令和４年度包括外部監査を踏まえた税外債権の債権回収に関するルールづくり 

・県議会議員選挙費について第 20回及び第 19回の予算額、決算額、その差額と差額が生じ

た理由 

・投票率向上に向けた令和５年度の工夫点 

・広報活動費におけるテレビ離れ、新聞離れをしている県民への情報発信 

・愛知の産業グローバル化を支える留学生受入事業費補助金のベトナム始め６か国及び補助

額の内訳 

・テレワーク環境整備費の事業内容、導入した 1,100 台の配備状況、テレワーク専用端末に

ついてび令和４年度利用実績と比較した令和５年度利用実績 

・今後のテレワーク環境整備に対する県の考え方 

・県政情報を新聞購読していない世帯に伝達する取組 

・あいち国際戦略プラン推進における今後の国際戦略 

・友好提携交流事業費における今後の友好提携先の拡大に向けた考え方 

・東三河「新しい人の流れによる新たな魅力と価値」創造事業費、山村振興ビジョン推進費、



離島活性化事業費の取組内容、課題、今後の取組 

・公債管理特別会計における借換債の考え方 

・令和５年度の日本銀行による金融政策伴う愛知県債の利率への影響、金利上昇リスクに対

する対策 

 

エ 公営企業会計決算特別委員会 

日  時  10月 15日（火）午後０時 58分 ～ 午後２時 23分  

出席者  青山省三  南部文宏   正副委員長 

久保田浩文  中根義高  日高 章  杉浦正和  増田成美   鈴木 純  

福田喜夫  村嶌嘉将  木藤俊郎  永田敦史  阿部武史   各委員 

 

○ 付託案件 

決算番号 件    名 審査結果 

13 令和５年度愛知県県立病院事業会計決算 全員一致認定 

 

○ 主に論議された事項 

・がんセンター、精神医療センター及びあいち小児保健医療総合センターにおける令和５年

度の入院患者数、各センターのアピールポイントと情報発信の方策 

・あいち小児保健医療総合センターにおける患者数の減少や病院経営上の課題 

・決算状況を踏まえた病院事業庁における経営安定化に向けての今後の取組 

・外来患者が増えていないことに対する分析と外来患者の増加に向けた取組 

・がんセンターにおける外来収益増加の要因、処方箋の一部を院外処方から院内処方に戻す

ことにした理由と効果、コロナ禍後の外来患者数の確保を含めた経営改善策 

・あいち小児保健医療総合センターにおける医療従事者全体の定数と育児休業者等を除いた

実働数及び充足率の推移及び人手不足対策、他の医療機関のＩＣＵ・ＮＩＣＵと比較した

一床当たりのコスト及び収益の増加やコスト縮減を図るための取組 

・周産期医療、小児救急医療体制などの採算を求めることができない領域・医療に対する補

助金 

・過年度医業未収金の発生要因、民間事業者への回収業務委託の内容と成果、未収金の発生

防止及び未収金に対する不能欠損処理の条件 

・研究研修費で行う研修内容、医療事故防止のための研修内容 

・病院事業庁における令和５年度の新型コロナウイルス感染症関連の補助金 

・精神医療センターの経営の見込み 



日  時  10月 16日（水）午後０時 58分 ～ 午後３時 25分  

出席者  青山省三  南部文宏  正副委員長 

久保田浩文  中根義高  日高 章  杉浦正和  増田成美   鈴木 純  

福田喜夫  村嶌嘉将  木藤俊郎  永田敦史  阿部武史   各委員 

 

○ 付託案件 

決算番号 件    名 審査結果 

14 令和５年度愛知県水道事業会計決算 全員一致認定 

15 
令和５年度愛知県工業用水道事業会計決算 〃 

令和５年度愛知県工業用水道事業剰余金処分計算書（案） 全員一致可決 

16 
令和５年度愛知県用地造成事業会計決算 全員一致認定 

令和５年度愛知県用地造成事業剰余金処分計算書（案） 全員一致可決 

17 
令和５年度愛知県流域下水道事業会計決算 全員一致認定 

令和５年度愛知県流域下水道事業剰余金処分計算書（案） 全員一致可決 

 

○ 主に論議された事項 

・あいち下水道ビジョン 2025の見直し 

・流域下水道における流入水量の実績と今後の見込み 

・流域下水道における老朽化対策 

・衣浦西部浄化センターにおける２期目の共同汚泥処理炉の建設事業の内容と進歩状況 

・県営水道における今後の水需要 

・ハザードマップにおける浸水想定区域に該当する県内浄水場、取水場及び浸水対策 

・工業用水道施設の地震防災対策 

・老朽化施設更新計画における管路更新 

・県営水道における水質検査・監視の１年間の取組 

・県営水道における基本料金の仕組みや考え方 

・承認給水量の決定方法及び節水等による基本料金の取扱い 

・承認基本給水量の承認制度並びに基本料金を改定しなかった理由及び今後の改定に対す 

る考え方 

・過去 10年における各市町負担での廃棄物処理を造成工事着手後にした件数や地区 

・開発基本協定書における廃棄物を確認した場合の定義及び廃棄物の撤去範囲 

・水道事業におけるコストカット施策 

・県営水道における最先端技術の活用 

・水道の広域化 

・事業未着手地地区のうち日進中部地区及び幡豆地区の現状 

・西尾次世代産業地区におけるオーダーメイド開発の実績及びオーダーメイド開発を行うに

当たっての基準 

・内陸用地と臨海用地における未処分宅地の現状、分譲に向けたこれまでの取組及び今後の



取組 

・内陸用地の用地造成事業の流れ 

・新規開発地区の掘り起こし 

・水道道路の耐震化 

・大規模地震により県営水道の管路が被災した場合における企業庁の復旧体制 

 

（２）県内調査 

委 員 会 名 月 日（曜） 調  査  先 出  席  委  員 

デジタル化・ 

地方創生調査 

特別委員会 

11月21日（木） １ 愛知県立東海樟風高等学校 

神野、朝倉 正副委員長 

直江、高桑、石 、山下、新海、

成田、かじ山、谷口、細井、 

加藤、井上、末永 各委員 

カーボンニュー

トラル調査 

特別委員会 

11月14日（木） 
１ 矢作川浄化センター 

２ 中部国際空港株式会社 

富田、佐藤 正副委員長 

須﨑、石井、藤原（ひ）、増田、

杉浦（友）、桜井、木藤、古林、 

園山 各委員 

アジア・アジア

パラ競技大会 

推進特別委員会 

11月14日（木） 
１ ＩＧアリーナ 

２ ＮＴＰ Ｅｓｐｏｒｔｓ ＰＬＡＺＡ 

久保田、杉浦（正） 正副委員長 

中野、いなもと、島倉、中根、 

杉浦（哲）、伊藤（貴）、森井、 

鳴海、江原、岡、神谷（ま）、 

永田 各委員 

 

（３）県外調査 

委 員 会 名 月 日（曜） 調  査  先 出  席  委  員 

デジタル化・ 

地方創生調査 

特別委員会 

11月６日（水） 

 ～７日（木） 

１ 株式会社ＺＭＰ 

２ 三菱地所株式会社 

神野、朝倉 正副委員長 

直江、高桑、石 、山下、新海、

成田、かじ山、谷口、細井、 

加藤、井上、末永 各委員 

カーボンニュー

トラル調査 

特別委員会 

11月６日（水） 

 ～８日（金） 

１ ＴＭＡ（ＴＯＹＯＴＡ ＭＯＴＯＲ ＡＳＩＡ 

（Ｔｈａｉｌａｎｄ） Ｃｏ．, Ｌｔｄ．） 

Ｔｅｃｈｎｉｃａｌ Ｃｅｎｔｅｒ 

２ ＣＤＣ Ｗａｎｇ Ｎｏｉ ＳＣＧ  

Ｌｏｇｉｓｔｉｃｓ（ＳＣＧセントラ

ル配送センタ) 

３ Ｔｈｅ ｃｏｍｐａｎｙ Ａｊｉｎｏｍｏｔｏ 

(Ｔｈａｉｌａｎｄ).(パトゥムタニ工場) 

富田、佐藤 正副委員長 

石井、藤原（ひ）、杉浦（友）、 

鈴木（純）、桜井、木藤、古林、

園山 各委員 

子ども・ 

子育て対策 

特別委員会 

11月６日（水） 

 ～７日（木） 

１ 神戸大学はとぽっぽ保育所 

２ 神戸市立灘さくら支援学校 

３ 明石市議会 

神戸（洋）、福田 正副委員長 

川嶋、神戸（健）、丹羽、 、 

柳沢、鈴木（ま）、阿部（洋）、 

大久保、阿部（武） 各委員 

 


